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  本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号、メー

ルアドレスを教え頂いた会社さんへお送りし

ております。不要の方はお手数ですがメー

ル、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さい

ますようお願い申し上げます。 

   
 

無料WEB審査受診の勧め 

会社も人と同じく年に1回は健康診断が必要

です。会社の強みや改善点等の自社の状況を知

ることは企業経営に対して重要です。 

ホワイト財団が提供する１時間ほどの無料

WEB審査の受診をお勧めします。 
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心理的安全性をつくる言葉

心理的安全性は創造力あふれ、活気ある会社を

目指すときの必須条件です。今回は原田将嗣著

「心理的安全性をつくる言葉５５」（飛鳥新社）か

ら、いくつかの刺さる言葉を紹介します。 

 心理的安全性とは・ 

令和３年１０月の事務所通信で一度紹介したこ

とがあります。心理的安全性とは、「安心してアイ

デアや意見を自由に発して共有することができる

状態」です。会議で意見が出ない、業務改善のア

イデアが提案されない、新製品が生まれない原因

は心理的安全性が乏しい可能性があります。 

 心理的安全性を私が担保します・ 

会議等で中々意見が出ないのは社員に考えがな

いためではなく、発言することに躊躇しているか

らです。発言をしたら、笑われる、何も知らない

と馬鹿にされる、不適切だと注意される、先輩の

顔を潰したと意地悪をされる、上司の方針の逆ら

ったと怒られる等の恐れがあるためです。 

社長や管理職が会議の冒頭で心理的安全性を宣

言することには意義があります。一回では効果が

なくても毎回繰り返すことにより空気は変わって

きます。 

同様の宣言を掲示したり、パソコン画面に表示

させたりして、常に目に触れるようにすることも

お勧めです。 

 それはちょうどよかった・ 

トラブルや失敗の報告は嫌なものです。受ける

側も嫌ですが、報告をする側はもっと嫌なはずで

す。そこで、報告を受けたときの、「それはちょう

どよかった。」は魔法の言葉です 

何が「ちょうどよかった」のか不思議ですが、

まずこの言葉を発します。その後に、ちょうどよ

かった理由を探します。複雑な手順がゆえにミス

をしたのであれば、手順を抜本的に見直すきっか

けになります。商談に失敗したのであれば、原因

を突き詰め次に繋げることができます。 

「それはちょうどよかった」に合わせて「報告

してくれてありがとう」があるとネガティブ情報

がスムーズに上がるようになります。 

 止まっていることって、何ですか・ 

部下の業務の進捗が思わしくないと、つい「な

ぜ」、「どうして」と聞きたくなります。原因を明

らかにして解決策を探る意図があったとしても、

部下は叱責されたと感じ委縮します。多くは謝罪

や責任回避行動を生み何の解決にもなりません。 

進捗を止めているのは「何ですか」は、起きて

いる事実を明らかにする聞き方で、必要な対策を

取りやすくします。 

 何が分かるか愉しみだね・  

「挑戦を呼び掛けても、社員が乗ってこない」、

そんな不満を抱いていることはありませんか。そ

れは、挑戦を敢えて潰していることが原因かもし

れません。挑戦には困難が付きものです。成功す

れば誉め讃えるが、そうでないときは無視される

か全く評価されないのであれば挑戦する者はいな

くなります。挑戦することは成功不成功に関わら

ず何らかの知見が得られます。「何が分かるか愉し

みだね」は「成功」よりも「発見・学習」に主眼

を置いた言葉で、挑戦者を励まします。 

・まとめ・  

心理的安全性の高い会社は、生ぬるい会社だと

誤解している人がいます。心理的安全性の高い会

社では、上司に忖度をしたり、余計な心配をした

りする必要がない分、発想が柔軟になり生産性が

上がります。 

言葉は魔法です。社長や管理職の心理的安全性

の重要さを理解した上での一寸した言葉遣いで会

社は大きく変わることになります。 
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